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古生物学入門 間嶋隆一@池谷伯之著朝倉書}吉 1996年 1月発行予 B5判型 180真(3，399円税込み)

にわたる知識の蓄積により、古生物学の学問分野は専門化と細分化が急速に進んだ、。古生物学

者のあるグループは、化石の形態の時空間変化を調べるだけでなく、現生生物の飼育実験や野外観察

から し、化石の DNAから 引き出し、さらにはコンピュータ

シミュレーションを駆使して、

あるグループ

の地球表層

現以来、

メカニズムを解明しようとしている O ま1'-" 

に解析し、硬組織中の同位体比や微量元素の濃度を測定して、

を復元しようとしている O このように、今日の古生物学は生物の出

きた生物の驚くべき進化、そして生物と地球環境との桔立作用について、それ

らの歴史を解読するとともに、そのメカニズムを精密に理解するまでに迫っている O

は、吉生物の研究に長年携わってきた著者らが、古生物学の中で重要な分野である「化石

づく古環境解析Jに関する解説を中心にまとめたものである O 本文は 6章で構成されている.1. 

生物学の方法、 2.化石、 3.化石と種、 4.化石の研究法、 5.論文の作成、 6.解説、である O

この中で本書の核となっているのは、 i4.化石の研究法Jであり、前半に「高鍋層(鮮新統)におけ

る貝化石の産状の研究j、後半に「大桑層(更新統)での微化おの研究」

じ層準に含まれるものの産状の異なる 4

たのではなく、異なった時代のものが海底

になったことを明らかにした。そして、

につい

ユによって、

してい

ること

している O だが、この推定に関しては、いくつかの笛所で論理の飛躍があり、読者に

解しにくい内容となっている O しかし、貝化石の産状観察の重要性や観察方法が解説されており、

化石を含む地層を理解する際には役立つと思われる O

での微化石の研究jは、 し、 100

地域の水深変化や冬季ならびに されている O 前期吏新世の地球環

境変動を理解する際に海水準の変動量の見積もりは重要なので、 された水深変化は学術的に

価値の高いものである O だが、その水深変化は 10~150 n1、 ば 140n1となる O これは従

来の研究で推定された値 (70m) の2倍であり、 (120 m) をも上回る O

この点は今後解決すべき課題と言えるが、介形虫群集の取り扱いならびに

は、大変丁寧に書かれており、かつ分かりやすい。

な解説

i 1 .古生物学の方法ム i2 .化石J、i3.化石と は、 る

した笛所であるが、 54頁という文量ではそれらを語るには不足であった感が杏めない。例えば、 i2.3

化石と地質時代jでは新生代の年代スケールとして最も重要な有孔虫殻の酸素同位体年代層序や、日

本の中古生界の解明に威力を発揮した放散虫やコノドント生層序については論じられていない。

i 5 .論文の作成j と i6.解説jは、研究を遂行し成果をまとめる時に、極めて役立つノウハウ

が網羅されており、学生や研究者の実験@実習の教科書および手引書として重要な役割を果たすであ

ろう O 本書は、日本列島に広く分布する新生代の地層を研究事例に踏まえて、それぞれの分野を

してきた著者による研究法の紹介であり、化石を用いて古環境を復元することに関心のある学生や研

究者にとって、大変にありがたし といえる O
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